
議
員
提
出
第
七
号
議
案

若
者
雇
用
を
め
ぐ
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
を
求
め
る
意
見
書

二
〇
〇
八
年
の
金
融
危
機
以
降
、
と
り
わ
け
若
者
の
雇
用
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
昨
年
の
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
影
響
に
加
え
、
為
替
相
場
の
超
円
高
水
準
に
よ
り
、
更
な
る
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

技
術
立
国
を
進
め
て
き
た
日
本
と
し
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
担
い
手
の
育
成
は
急
務
と
な
っ
て

い
る
な
か
で
、
前
途
有
望
な
若
者
た
ち
に
活
躍
の
場
が
な
い
こ
と
は
、
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失

と
な
り
か
ね
な
い
。

さ
ら
に
、
長
引
く
景
気
低
迷
は
、
若
者
の
正
社
員
へ
の
道
を
閉
ざ
し
、
現
役
学
生
が
安
定
を
求
め
て
大
企

業
志
向
を
強
め
る
一
方
、
就
職
で
き
な
か
っ
た
者
は
、
職
業
能
力
向
上
の
機
会
が
著
し
く
失
わ
れ
、
仕
事
の

本
質
的
な
魅
力
に
触
れ
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
若
者
雇
用
の
非
正
規
化
が
進
む
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
「
情
報
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
多
く
の
中
小
企
業
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
求
人
す
る
一
方
、
学
生

側
は
就
職
支
援
サ
イ
ト
を
多
用
し
て
い
る
と
い
う
ミ
ス
マ
ッ
チ
で
あ
り
、
中
小
企
業
の
情
報
が
乏
し
い
た
め

に
、
そ
れ
が
学
生
の
大
企
業
志
向
を
助
長
さ
せ
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
生
ん
で
い
る
と
も
い
え
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
若
者
の
雇
用
を
め
ぐ
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
の
た
め
、
次
の
項

目
を
迅
速
か
つ
適
切
に
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
就
職
支
援
サ
イ
ト
の
連
携
強
化
で
中
小
企
業
に
関
す
る
情
報
提
供
体
制
の
充
実
を
図

る
こ
と
。

二

企
業
現
場
で
の
実
習
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
を
行
う
「
有
期
実
習
型
訓
練
」
を
実
施
す
る
中
小
企
業
に
対
す
る
助

成
金
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
。

三

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
強
化
型
事
業
や
「
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
継
続
、
ま
た
は
同
様
の
取

組
の
拡
充
を
図
り
、
学
生
と
中
小
企
業
の
接
点
を
強
化
す
る
こ
と
。

四

地
域
の
中
小
企
業
と
関
係
団
体
が
協
力
し
、
新
入
社
員
へ
の
基
礎
的
な
職
業
訓
練
・
能
力
開
発
を
一
体

的
に
実
施
す
る
な
ど
、
中
小
企
業
へ
の
定
着
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
九
日
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